
 

 

 

 

 

 

 今年も４０℃越えの酷暑日になるなど大変暑い夏でした。そんな中、みなさんが部活動や補習、

ボランティア活動、文化祭準備等に元気に取り組む姿は大変頼もしかったです。学校ではＷＢＧＴ

の測定や校内放送による注意喚起をしながら、『命を守る暑さ対策』を行ってきました。各部活動

の工夫を凝らした熱中症対策を紹介します。まだまだ続く残暑にも注意していましょう！ 

①WBGT測定   ②クーリングシェルター   ③スポットクーラー（体育館・武道場） 

 

 

 

 

④ミストシャワー＆充電式ミストファン     ⑤テント設営（グラウンド・プール） 

 

 

 

 

 

⑥アイススラリー      ⑦掌・足裏冷却             ⑧プールの火傷対策 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で学んだ「感染予防行動」を、場面に応じて実践しよう！ 

 

 

 

 令和８年８月 

本巣松陽高校 

保健室（島﨑） 

日陰で水分＆塩分タブレットを補給 

充電式のミストファンをフル活用！ 

休憩中、頸部

をアイススト

ロングで冷や

し、スポットク

ーラーの前へ 

本館と南舎にエアコンが効いた部屋を常設。深部体温を下げます！ 

グラウンドやプールの井戸水、冷たくて気持ちいい！ 

冷却用 

バス 



 

 

 

 

 

 

 

イラスト参考：日本学校保健研修社「健」より 、一部に生成 AI使用 

春の健康診断の結果、治療勧告書をもらった人は受診行動

を起こせましたか？現在の受診率は２９．６％です。夏休み中

に受診した人は、受診報告書を提出してください。 

９月末の未受診者には、再び勧告書を配付する予定です。 


